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、
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に
　
こ
た
え
ま
し
ょ

う
。
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。
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し
ょ

う
。

ア
　
六

月
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日

ろ
く
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つ
と
お

か

イ
　
六

月
一
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ろ
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が
つ
つ
い
た
ち

ウ
　
七
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十
日

な
な
が
つ
と
お

か

（
2

）
も
ち
も
の
に
　
入

ら
な
い
　
も
の
は
、
ど
れ
で
す
か
。
あ
う
　
も
の
に
　
○
を
　
つ
け
ま
し
ょ

う
。

は
い

ア
　
水
ぎ

み
ず

イ
　
水
え
い
　
ぼ
う
し

み
ず

ウ
　
う
き
わ

（
3

）
ま
え
の
　
日

に
　
か
な
ら
ず
　
す
る
　
こ
と
は
、
な
ん
で
す
か
。

ひ

▼

や

ま

お

り

▲

きいて・めもして・こたえよう 小2　No.06

プールびらきの　おしらせ

なまえ

きくめあて 「いつ」「もちもの」「きまり」を　おとさずに　ききましょ

う。

いつ・何時間め
なん じかん

もちもの

まえの　日に　する　こと
ひ
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プールびらきの　おしらせ 小2　No.06｜おしらせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

プールびらきの　おしらせを　します。

六月十日、月よう日から、プールの　じゅぎょうが　はじまります。二年生は、二時間

めと　三時間めに　入ります。

もちものは、水ぎ、水えい　ぼうし、大きな　タオル、そして　ビニールぶくろです。

ぜんぶに　なまえを　書きましょう。

つめが　のびて　いると　あぶないので、まえの　日に　かならず　きって　きて　く

ださい。

めものれい

六月十日（月）二・三時間め

水ぎ・ぼうし・タオル・ふくろ（なまえ）

つめを　きる

こたえと かいせつ

（1）ア（六月十日）

「六月十日、月よう日から、プールの　じゅぎょうが　はじまります」と　い

って　いました。

（2）ウ（うきわ）

もちものは「水ぎ・水えい　ぼうし・大きな　タオル・ビニールぶくろ」でし

た。

（3）つめを　きる

「つめが　のびて　いると　あぶないので、まえの　日に　かならず　きって　

きて　ください」の　ところです。
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